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　くん蒸剤として利用されている燐化水素は，ガス比重

が1．183であって空気のそれに比較的近いこと，水に対

する溶解度が低いこと，などのほか，LlNDGRENら
（'58），原田（’62），森ら（'66）などによってすでに指摘・

確認されているように，空気中での拡散が速く，殼層へ

の収着が少なくかつ滲透が速い，などの特性をもってい

る。

　これらの特性からみて，燐化水素の殺虫効果に関する

実験などを行なう場合，供試する昆虫をどのような容器

に納めることが適切かという問題は，その用いる容器が

とくに密閉度の高いものでないかぎり,重要な問題とは

なりえない，と考えられる。

　しかしながら，今後，燐化水素に関する研究を行なう

上で，この点について，実験的に明らかにしておくこと

が必要であるので，若干の実験を試みた。

化学的検知

径1．5cm，長き9cmの一端の閉じたガラスびんおよび

同大で両端の開いたガラス管を用い，この中にAgNO

の10％水溶液に浸した濾紙片を1枚ずつ入れ，開口部

はそれぞれ綿栓した（前者を片綿栓区，後者を両綿栓区

と称する）。

　これらを，あらかじめ燐化水素濃度が0.95g／m3とな

るよう燐化アルミニウム剤を入れた30l容のくん蒸びん

の中に吊り下げ，燐化水素によってAgNO3が還元きれ

て濾紙片が黒色に変るまでの時間をしらべた。対照区と

第1表容器によるAgNO3の変色速度の差異
　　　　　　　　　　（3区平均）

して，濾紙片をびんなどに納めず，そのままくん蒸びん

内に吊り下げた。

　結果は第1表に示すとおりで，最もガスが入りにくい

と考えられる片綿栓区でも5分以内に完全に濾紙片が黒

色に変色し，燐化水素のびん内への進入がきわめて速い

ことが明らかになった。
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殺虫効果におよぼす影響
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接触と同時に完全に変色

　材料と方法:供試虫の容器は，前述の実験と同じ片綿

栓ガラスびんと両綿栓ガラス管のほか，30番手木棉布

（10cm角）1枚で包む区（棉布区）を設けて計3処理と

した。

　供試昆虫はSitophilus zeamais MOTSCHULSKY（コ

クゾウ）を用い，コムギ（Westem　White種）550gに27．5

±0.5℃，75士3％の条件下で飼育した羽化20日後の成

虫を2，000匹・3日間（第1回実験），または4，000匹・

4日間（第2回実験）それぞれ放飼して産卵させた。所

定日数経過後，成虫をとり除いて，産卵させたコムギを

上記温・湿度条件に保ち，産卵終了後25日目　（第1・2

回実験とも）から1区8gずつのコムギを上述の容器に

納めてくん蒸を行なった。

　くん蒸に用いた装置は内容積278Lのくん蒸箱で，そ

の底に燐化水素として1g／m3となるように燐化アルミ

ニウム剤を時計皿にのせて置き，それぞれの容器に納め

た産卵コムギを箱の高さの2／3の位置に吊り下げて箱を

密閉し，所定時間ごとにそれらをとりだした。

　くん蒸時間は，第1回実験では48・72・120時間，第2

回実験は24・48・72時間のそれぞれ3段階とした。

　くん蒸温度は室温のままで行なったが，第1回実験の

開始時の気温は27℃であった。

　くん蒸処理終了後のコムギはそれぞれ試験管にうつ

し，無処理区のコムギとともに室温に保って，羽化・脱

出する成虫数を調査した。

　くん蒸中の燐化水素の濃度は，干渉計型ガス分析計で
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第2表　処理時間と平均羽化・脱出生存成虫

　　数，燐化水素濃度の推移
　　　（第1回は4区，第2回は3区
　　の平均）

考　察

コクゾウのくん蒸実験の結果から，2回の実験とも

48時間くん蒸で片綿栓区が有意に脱出成虫数が少なく，

殺虫率が高いのではないかと思われる例もあるが，少な

くとも，片綿栓区または両綿栓区が棉布区より脱出成虫

数が多い一殺虫効果が低い一ということはなく，こ

れら3者の殺虫効果におよぼす影響は，差がないものと

考えられる。

さらに，燐化水素の化学的検知の実験から，片綿栓ガ

ラスびん内への燐化水素の進入は，当然，裸出した試験

紙よりは若干おくれるが，そのおくれは，24時間以上

におよぶくん蒸時間とくらべれば，完全に誤差の節囲に

入る程度の差にすぎない。

以上の諸点から，供試した範囲での容器の差は，燐化

水素のコクゾウに対するくん蒸効果には影響しないもの

と考える。

測定した。

結果：実験の結果は第2表に示した。

第2表に示したように，燐化水素濃度は2回とも24時

問後がもっとも高く以後漸減した。

第2表から明らかなように，くん蒸時間ごとの容器に

よる羽化・脱出成虫数の差をみると，2回の実験を通じ

て24・72・120時間処理では容器による差は認められず，

48時間処理の場合だけ片綿栓区の脱出成虫数が1％水

準で有意に少なかった。
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